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I イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の生態

イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ は 日 本 お よ び東南ア ジ ア を含
む ユ ー ラ シ ア 大陸や北ア メ リ カ 大陸 に 広 く 分布 し ， イ ネ
に 対 す る 被害 は， r ほ た る い も ち J と し て ， 古 く か ら 知

ら れ て い る 。 本種 は細長 く ， そ の体長 は雄で 0 . 44�0 . 72 
mm， 雌で 0 . 62�0 . 88 mm で あ る (OU， 1985) 0 

本種の寄主植物 は ， 水稲， 陸稲， ア ワ ， キ ビ， ヒ エ や
ノ ビ エ ， エ ノ コ ロ グサ， メ ヒ シノ T， カ ヤ ツ リ グサ な ど の
イ ネ 科雑草 お よ び イ チ ゴ で あ る (小林 ・ 立林， 1976 ; 

OU， 1985) 。 本種 は乾燥 し た 状態で貯蔵 中 の 籾の 中 や 籾
殻で越冬す る 。 籾 を 水 に 浸演 す る と ， 水 中 に 瀞 出 す る

が， 気温が低 い と 瀞出時間 は 長 く な り ， 籾内 に残存す る
個体数 は 多 く な る ( 回 村 ・ 気賀津， 1957) 。 育苗箱 に 播
種 さ れた感染籾か ら イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ が瀞出 し た

場合， 健全苗 に 感染 す る 可能性が高 い 。 籾 100 粒 当 た り
4 頭が寄生 し て い る 場合， 20 日 間 の育苗後 に は， 50%近

い発病株率 を 示 し た こ と か ら ， 育苗期 間 中 の本種の増殖

が示唆 さ れた (池 田 ら ， 1977) 。
本 田 で は イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ は イ ネ の組織の外側

に 寄生す る と と も に 水 を媒体 と し て 株間移動 を行 う 。 本
種 の 発生圃場か ら 10�20 m 離れ た 隣接水 田 に も 移動侵
入 し た こ と が確認 さ れて お り ， 濯滋用 水 を 通 じ て 広範囲
に 分散す る (気賀漂， 1992) 。

本種 は は じ め に イ ネ 苗の葉鞘の隙聞 に 侵入 し ， 次第 に

生長点付近 に 集 中 し て ， イ ネ 体組織 の 外部 か ら 食 害 す

る 。 そ の結果， 本種が加害 し た抽出葉の葉先 は 白色の病
徴 「 ほ た る い も ち 」 を 示 す こ と に な る 。 イ ネ の生長 と と

も に ， イ ネ 体内 (組織内 で は な い ) を上昇 し ， 幼穂形成
期 に幼穂の周 り に 集 中 す る 。 穂 ば ら み期以降 は， 穏 に 集

中 し ， 開花前 に順次頴 内 に 侵入す る 。 そ し て ， 本種 は花
の 中 で増殖 し ， 開花後 に 増殖 は ほ と ん ど停止す る 。 成熟
し た 籾 で は 内 頴 と 外頴 の 内 側 に 生 息 す る (TOIJI> and 
ATKINS， 1958 ; HUANG and HUANG， 1972) 。

移植か ら 幼穂形成期 ま での 聞 は 本種の増殖は抑制 さ れ
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て低密度 で あ る が， 幼穂形成期以降， 盛 ん に 増殖 し ， 穂
ば ら み後期 に は 最高密度 に 達 す る (深野， 1962) 。

E イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ に よ る 被害

イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ に加害 さ れ る と イ ネ は葉先の

白枯れ を 生 じ ， 草丈伸長の 阻害， 分 け つ の増加， 籾数の
減少な ど の生育阻害 を も た ら す (YOSHI I and Y AMAMOTO， 

1950 ; 深野， 1962) 0 r ほ た る い も ち J が激発 し た 園場で

は 減収率 が 1O�30 % で あ る と 推 定 さ れ て い る ( 田 村 ・
気賀津， 1959) 。 イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ が籾 内 に 侵入

し た 場合， 白 米表面 に 黒点症状 を 引 き 起す。 そ の た め ，

米の 品質が低下 し 検査等級の 引 き 下 げの 原因 と な る (上

林 ら ， 1971) 。

皿 広島県 に お け る 「 ほ た る い も ち 」 の発生

広 島 県 で は 発生予察事業 に よ る 水稲巡回調査 を 7 月 下

旬 に 行 い ， r ほ た る い も ち j の発生程度 を 発生株率 (無

0%) ， 少 ( 1�20%) ， 中 (21�40%) ， 多 (41�80%) ，

甚 (80%以上) に 区分 し て ， 調査 し て い る 。

「 ほ た る い も ち j の 発 生 は ， 1980 年 代 後 半 ま で

1O�20% の発生面積率で推移 し ， 中程度以上の発生が認
め ら れ て い た 。 し か し ， 1990 年代前半 に 南部地域 の 主
な 水稲栽培 品 種 が 中 生新千本 か ら ‘ ヒ ノ ヒ カ リ ' に 替 わ

り ， r ほ た る い も ち j の 発生面積率 は 減 少 し ， 中程度 の

発生 は 認 め ら れ な く な っ た 。 し か し ， 1995 年 以 降， 中

程度 の 発生が起 こ る よ う に な り ， 1998 年 に は 沿岸部 を

中 心 に 多 発 し ， 中程度以 上 の 発生面積率が 3 . 5% と な っ

た ( 図 -1 ) 。 そ の た め ， 1999 年 に は 沿 岸 部 の 稲 作 暦 に
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図 - 1 広 島 県 に お け る 「 ほ た る い も ち J の 発生面積率 の

年次変化
面積率 は 「 ほ た る い も ち 」 の発生株率 に よ っ て 区分
し た (臼少 ( J � 2 0 % ) 圏 中 ( 2 1 � 4 0 % ) 圏多
(4 1�80%) ・甚 (80% <) ， 
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MEP 乳 剤 に よ る 籾消蒜が復前 し て ， 本種の 被筈が減少

し た が， こ れ ま で問題 と な っ て い な か っ た 地域で も 多発

生す る 悶場が認め ら れた。

IV イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の新 し い分離法

イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の籾 か ら の分11m は， こ れ ま で

ベ ル マ ン 法 で行わ れ て き た 。 こ れ は， 籾 50 粒 や 1 00 粒

と い う 単位で分離す る 力法で， し か も 分離効率 は 低 か っ

た。 個体群動態の研究 に は， 各籾の 個体数 を l児 ら か に す

る 必要があ る 。 l 籾内 の イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 数 を 効

率 的 に 調査 す る た め に ， 1 998 年 9 月 下旬， 尾 道 市 で採

集 し た イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 多 発 問 場 由 来 の 籾 u品

種 ・ 1 ノ ヒ カ リ '， 採 集 後 50Cで保存) を 用 い て セ ン チ

ュ ウ 分離効率の 高 い新 し い分雌法 を 開発 し た 。

籾 を 奥定欽で縦 に 2 分 し ， プ ラ ス テ ィ ッ ク 製の ピ ペ ッ

ト チ ッ プ (以下， チ ッ プ と 称す る ) に そ れ ぞ れ l 粒ずつ

入れ， こ れ を 水 6 m l の 入 っ た 管 ビ ン ( 6 . 5 111 1 ) に 入 れ

た ( 図 2) 。

250Cの定温条件で チ ッ プ を 2 11寺 問， '1 時間， 8 1 1寺間，

24 1時間 ご と に 新 し い 管 ビ ン に 移 し 替 え ， 管 ビ ン LI_' の イ

ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ を シ ラ キ ュ ー ス 山 に 移 し ， 実体顕

微鋭下で生死別 に 計 数 し た 。 ま た ， 処理 24 11寺間後 に チ

ッ プの l宇 l の 籾 を 取 り 出 し ， 籾 内 に残存 し た個体を計数 し

ピペ ッ ト チ ッ プ

管 ピ ン 6.5ml

L--L.一一」
o 2cm 

図 - 2 イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ を 分離す る た め の 新 し い

方法

た 。 さ ら に ， チ ッ プ壁而 に つ い て い る fl占|体 も 調べ た 。

対l!i日 と し て ， 籾 50 粒 を 煎 定 鉄 で縦 に 2 分 し て ， べ Jレ

マ ン 法 (杭|紙 を 利 JTj， 24 1時間， 250C) に よ る 分離 を 行

い， 分離 さ れた 個体 お よ び籾 に 残存 し た 個 体 を 数 え た 。

新 し い分l締 法 で は ， 2 1時間 で全生存個体 の 96 9%， " 

時 間 で 99 . 2%が分的ff で き た 。 ま た ， 全 個 体 の う ち 分 離

さ れ た 個体 の 割合 は ベ ル マ ン 法 で は 1 0 . 8 % で あ る の に

対 し て ， 新 し い 方 法 は 74 . 5% で あ り ， べ jレ マ ン 法 よ り

も 分/!.íf(効率 は 高 か っ た 。 な お ， チ ッ プに残存す る 個体 は

い な か っ た (表 1 ) 。

V 新 し い分離j去 を用 い た イ ネ シ ン ガ レ

セ ン チ ュ ウ の個体群生態学的研究

新 し い分離法 を{史 っ て ， 籾 当 た り の イ ネ シ ン ガ レ セ ン

チ ュ ウ \P;}J:[ を 「 ほ た る い も ち 」 の 発生程度 の 異 な る 圃場

で制宇f. し た 。

1 998 年 9 月 l 円 に 甲 1 1 1 地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 尾

道 支 所 が 尾 道 市 内 の |萌| 場 で j!!� ( 発 生 株 率 0% ) ， 少

(O�30% ) ，  " 1 ' ( 30�60%) ， 多 (60%以 上) に 分 け て

「 ほ た る い も ち 」 発生株率 を 調査 し た 。 9 月 下旬 に 発生

程度 の �I� な る 12 圃場か ら 1�2 株 を ラ ン ダム に選び穏を

図 - 3 籾の充実l主
充実l支， 1 し い な ま た は陛乳がな い 籾， 2 妊手し が
少な く 川状を し て い る 籾， 3 :  JI七乳が比較的， 発途 し

て ふ く れ て い る 籾， 4 : 1仔乳が 卜分に発達 し た普通の

籾， 5 :  I)��{i と 外*íiが一部裂 け る ほ ど111:、乳が発達 し た

籾.

表 ー 1 イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ コ ウ の新 し い分離法の効ネ

分離 し た 生存 (死亡) 線虫数 残存 し た 11'.存 (死亡) 総出数

方法
処理 チ ッ プ ・ 漏 合計
籾数 2 時lI\lf圭 4 1時rI\J後 8 11寺rl\Jf:長 24 11寺fi日後 籾内b， ごI !草花 よ び 号|

ろ紙 1 :"
新 し い刀法 1 50 1 02 (3) 川 2 (2) 1 (0)  ( )  (0)  1 05 (5)  。 (40) 。 (0) o (40) 1 25 (45) 

ベ /レ マ ン 法 1 50 _d】 (ー ) (ー ) 一 (ー ) 1 2  ( J )  1 2  ( 1 )  1 2  (93) 1 ( 1 )  1 3  (94) 25 (95) 叫 ( ) は死亡線虫数 b， 24 1時lIiJ分離 後 に 籾 に 残存す る 線虫数， c， �)aHí 1二 は ベ ノレ 7 ン法て'似!JFJ し た ろ 紙 で， そ こ に 24 時

間後に残存す る 総1l数， 引 ー は デー タ !!!l し を 示す .
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I 籾 内 の イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 数

図 - 6 イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 数 と 籾の平均充実度 の 関
係

ラ イ ン は標準誤差 を示す.
y = 0.2495 -0.0097x 
r = -O.ω1 
p く 0.01

(mり の 聞 の 回 帰 直 線 は ， m* = 3 . 28 + 5 . 00 m ( r =  

0 . 427， P = 0 . 339) と な り ， β = 5 . 00 と い う 強 い 集 中 分

布が示 さ れた 。 ま た ， 1 籾 当 た り の イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ

ユ ウ 数 ご と に 籾 を グ ル ー プ に 分 け， 各 グ ル ー プ ご と の本

種の死亡率 と 籾当 た り の個体数 の 関係 を 見 る と ， 密度逆

依存的 な死亡 が あ り ( 図 -5) ， 3 頭以 上 の 個体が寄生 し
て い た籾で は充実度が低下 し な い こ と が明 ら か と な っ た
(図 6) 。

以上の こ と か ら ， 水田 に お い て 「 ほ た る い も ち J の被

害が高 く な る ほ ど種子の平均充実度 は 小 さ く な る 。 し か

し ， 中~多発園場 で は本種が多数寄生す る 籾 は 充実 し ，

そ の 中 での死亡率が低 い こ と か ら ， 本種 は イ ネ 個体群内

で絶滅 し に く い こ と が示 さ れた 。
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図 - 5 1 籾当 た り の イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 数 と 死亡智l
合の関係
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イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の防除再考

イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の生態か ら ， 防除時期 は 3 回
あ り ， 播種前， 育苗籍での育苗期， 幼穂形成期か ら 穂 ば

ら み期 ま での期間で あ る 。 し か し ， 本種 は 外部寄生性の

線虫 と は い え ， 植物体の葉鞘の 間 な ど に 入 り 込 ん で い る

た め ， 薬剤 は かか り に く い 。 そ の た め ， 種子消毒 の防除

効果が最 も 高 い と さ れ て い る 。

藤本 ・ 山 口 (1971 ) に よ る と ， 種子消毒剤 の効果 は イ
ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の 活動能力 の低下 を も た ら し ， 死

亡や増殖能力 の低下 は こ れ に 付随す る も の と し て い る 。

し か し な が ら ， 種子消毒だ け で は 完全 な 防除効果 を期待
で き な い。 ま た ， 本 国 防 除 に つ い て は ， MPP 剤 や

MEP 剤の効果が高 い と さ れ て い る 。

こ れ ま で， 薬剤の効果 は種子消毒直後の イ ネ シ ン ガ レ

セ ン チ ュ ウ の生存率， ほ た る い も ち の 発生量， 収穫時の
イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 密度 に よ っ て 評価 さ れ て き た 。
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羽
採取 し て ， 5aCで保 存 し た 。 63�89 日 後 に 籾 の 充 実度

(図-3) を 記録 し た 後， 新 し い 方法 に よ っ て イ ネ シ ン ガ
レ セ ン チ ュ ウ を 分離 し た 。 分離時間 は 4 時間 と し た 。 分

離 さ れた個体 と 籾内 に残存 し た 個体 を 実体顕微鏡下で生
死別 に 分 砂 て 計数 し た 。

籾の充実度が 4 以上の種子頻度 は ， r ほ た る い も ち J

の少発生圏場 よ り 多発生圃場では有意 に 低か っ た が， 少

発 生 囲 場 と 中 発 生 闇 場 の 聞 で は 有 意 な 差 は な か っ た

( 図-4) 。 籾の充実度 と 籾当 た り の イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ
ウ 平均密度 と の 聞 に 負の相聞があ っ た 。

少発生園場で は 調査 し た 籾か ら イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ

ウ を検出 で き な か っ た 。 多発生闇場では本種の密度 は高

く ， 多発生闘場， 中発生圃場 と 少発生圏場の そ れぞれの

聞 に は有意な差が あ っ た (図-4) 。 籾 を 単位 と し た 時 の
イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 数の分布 を 見 る と ， 中発生園場
と 多発生圃場で は 高 い 集 中分布 を 示 し た 。 1 籾当 た り の
イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 密度 (m) と 平均 こ み あ い 度
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表 - 2 種子消毒に よ る イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の防除効果 (頭/100 粒)

処理.， 倍率 処理時間 生存数 死亡数 死亡率 (%) 凶 補正死亡率 ( % )

MEP 乳剤g 1 . 000 倍 24 時間 百持出 。 2 
籾残存 12 50 

合計 12 52  8 1 . 3 a 79 . 5  

MPP 乳剤 1 . 000 僑 24 時間 務出 。 8 
籾残存 9 34 

合計 9 42 82 . 4  a 80 . 7  

水道水 24 時間 務出 2 。

籾残存 17 89 

合計 19 89 82 . 4  a 80 . 7  

無処理 167 1 6  8 . 7 b 0 . 0  

叫 100 粒の籾 を 各処理 に使用 し た ， 処理時の気温 と 水温 は 25・C， b' 5%有意水準 は Bonfer.
roni 法 に よ っ て調整 さ れた .

表 - 3 水浸演 と 風乾 に よ る イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の死亡

処 理 区叫
生存個体数 死亡個体数

供試籾数
(頭/100 粒) (頭/lOO 粒)

死亡率 補正死亡率
(%)  ( % )  

水浸潰 (24 時間) 100 1 79 1 82 50 . 4  a 34 . 0  

水浸漬 (24 時間) 後風乾 (24 時間) 1 00 5 1  1 95  79 . 3  b 72 . 4  
風乾の み (24 時間) lOO 301 126 29 . 5  c 6 . 1  
無処理 (5"C) lOO 4 10  136 24 . 9  c 0 . 0  

叫 100 粒 の 籾 を 各処理 に 使用 し た ， 処理時の気温 と 水温 は 25・C， b' 5%有意水準 は Bonferroni 法 に
よ っ て調墜 さ れた .

こ こ で は ， 新 し い分離法 を使 っ て ， 種子消毒直後の薬剤

効果 を検討 し た 。

1998 年 9 月 下旬 に ， 広 島 県 尾道市の 「 ほ た る い も ち J
多発圃場で籾 ( 品種 : ‘ ヒ ノ ヒ カ リ ') を 採集 し て ， 50Cで
保存 し ， 実験 に 用 い た 。

MEP 乳 剤 (原 体 50%) 1 ， 000 倍 液， MPP 乳 剤 (原
体 50%) 1 ， 000 倍 液 を 供 試 し た 。 籾 100 粒 を 250Cの 各

薬液に 24 時間浸漬後， 籾 を 3 回 水 で洗 っ て 表面 の 薬液
を 除去 し た 。 そ の 後， 籾 を 250Cの 定 温器 に 24 時間入れ
て 風乾 し た 。 ま た ， 籾 100 粒 を 250C の 水 に 24 時間漫漬

後， 250Cの定温器 に 入 れ て 風乾 し た 。 な お ， 対照 は無処

理であ っ た 。
各処理後， 新 し い 方 法 に よ っ て イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ

ウ を籾か ら 分離 し て ， 生死別 に 計数 し た 。 生死の判別 は
千 代 西 尾 ・ 中 沢 ( 1972) に よ っ た 。 死 亡 率 の 補 正 は
AHOTT (1925) に 従 っ た 。

MEP 乳剤， MPP 乳 剤 お よ び水浸潰 の 3 処理 の 聞 に
は死亡率 に有意な差 は な か っ た が， そ れ ら と 無処理の死
亡率 の 聞 に は有意な差が あ っ た (表-2) 。 こ の こ と か ら ，
薬剤処理 に よ る 死亡 は水浸漬 と そ の風乾だ け に よ っ て 生
じ る こ と が推察 さ れた 。 そ こ で， こ の処理の う ち ， 浸潰

に よ る 死亡 と そ の後の風乾 に よ る 死亡 を 分離す る 実験 を

行 っ た 。

1998 年 9 月 下旬 に ， 尾道 市 の 「 ほ た る い も ち J 多 発

圃場 で採集 し た 籾 ( 品 種 : ‘ ヒ ノ ヒ カ リ '， 採集 後 50Cで

保存) を 次の よ う に 処理 し た 。

①籾 を 250Cの 水 に 24 時 間 浸 演。 ② 籾 を 250Cの 水 に
24 時間漫潰 し た 後， 250Cの恒湿器 で 24 時間風乾。 ③籾

を 250Cの恒温器 で 48 時 間風乾。 ④ 50Cの 恒 温器 で保 存

中の籾 (無処理) 。
処理後， 新 し い 分離法 (250C， 4 時間) で イ ネ シ ン ガ

レ セ ン チ ュ ウ を 生死別 に 計数 し た 。

そ の結果， 水 に 浸潰 し た だ け の籾， 風乾 ま で し た 籾，
お よ び風乾だ け 行 っ た 籾の イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の死
亡率の聞 に 有意 な 差 が あ っ た (表-3) 。 つ ま り ， 籾 を 24
時間水 に 浸演す る こ と に よ っ て ， 一部の個体が死亡 し た
が， そ の 後， 24 時間風乾 す る こ と に よ っ て ， 本 種 の 死
亡率が高 ま り ， 漫潰 に よ る 死亡 率 は 34 . 0%， そ の 後 の

風乾 に よ る 死亡率 は 28 . 4% で あ る と 推定 さ れ た 。
以上 の こ と か ら ， イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の死亡率 を

高 め る た め に は， 種子消毒後 に 風乾す る こ と が重要であ
る と 考 え ら れた 。
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四 ま と め
な お ， こ の研究 は 広島大学総合科学部富樫一 巳教授 と

共同 し て 行わ れ， そ の 成果 は 引 用 文献 5) ， 6) ， 15) に 公
イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の 研 究 は， 1940 年代 か ら 表 さ れて い る 。

1950 年代 に か け て 盛 ん に 行わ れ た 。 当 時， 苗代 を作 り ，
成苗が本 田 に 移植 さ れ て い た 。 1970 年代以降， 機械稚
苗移植が普及 し ， 育苗箱での育苗が始 ま っ た 。 箱育苗で
は ， イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ 感染籾か ら 本積 が瀞出 し
て ， 健全苗 に容易 に 達 す る た め ， 感染の機会が拡大 し た
と 考 え ら れ て い る 。 こ れ ま で， 発生面積 の拡大 を 妨 げて
き た の は， 種子消毒や種子更新 に よ る 健苗の移植が行わ
れ て い た た め だ と 考 え ら れ る 。 し か し ， 1980 年代 に 入
っ て ， 本種の被害発生が少 な く な り ， 種子消毒 は省略 さ
れ る よ う に な っ た 。 広 島 県 に お い て も 稲作暦か ら MEP

乳剤や MPP 乳剤に よ る 種子消毒が削 除 さ れ た 。 ま た ，
兼業化が進み， 手抜 き に よ る 省力化が進んで し ま っ た 。
そ の た め ， 籾 に 薬剤処理 し で も ， 十分 な効果 を上 げ る こ
と が で き な い よ う で あ る 。 特 に ， 大規模 に 育 苗 す る 場
合， 薬剤浸演後 の風乾 が で き な い 場合が多 く 認 め ら れ
る 。 こ の こ と も イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ の 多 発 を 招 い て
い る 要因 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ れ ま で， イ ネ シ ン ガ レ
セ ン チ ュ ウ の 防除 は 薬剤 に 依存 し て き た た め ， 薬剤以外
の方法に よ る 密度低下の技術 は検討 さ れ て こ な か っ た 。

生態学的な研究 を行 う こ と に よ っ て ， イ ネ シ ン ガ レ セ ン

チ ュ ウ の増殖 を抑制す る 方法 を 考 え る 必要があ る 。

書 評

「微生物の資材化 . 研究の最前線」
鈴井孝仁 ・ 岡 田 費夫 ・ 国 見裕久 ・ 牧野孝宏 ・ 斎藤雅典 ・

宮下清貴 編， ソ フ ト サ イ エ ン ス 社 発行
B5 版， 364 頁， 本体価格 12，000 円 + 税

資源多投型農業か ら 環境保全型農業への転換が求 め ら
れて い る 。 そ の 担い手 の一翼 と し て微生物へ大 き な期待
が寄せ ら れ て い る 今， 本書の発行 は 真 に 時宜 を得た も の
で あ る 。

本書 は 6 章か ら な り ， 国公立試験研究機関， 大学， 企
業等で活躍 中 の 第一人者 31 名 に よ っ て 分担執筆 さ れ て
い る 。 第 l 章 は総論で， 微生物機能 の 多様性 と そ の利用
技術/資材化研究の経過 と 展望 の 総括 で始 ま り ， 第 2 章
以 下， 作物生産， 病 害 防 除， 害 虫 防 除， 雑草 防 除 と 続
き ， 最終章 は環境管理 に お け る 微生物利 用 で締め括 ら れ
て い る 。

各章， 各項 目 は， 冒頭の研究の背景 と 目 的 に 次 い で，
研究の経過 と 現状 に つ い て 広範か つ 最新の情報が微生物
機能の利用 ・ 資材化 に 焦 点 を 合わ せ て 解説 さ れて い る 。
続 い て 研究/使用上の 問題点 と 資材化への展望 を 示 し，
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最後 は豊富 な 引 用 文献 と な っ て い る 。 専門的で， と き に
複雑 な 内容 も 総括表や簡潔 な 図表， 貴重 な 写真 を 交 え な
が ら 分か り や す い 言葉で語 ら れ， 初心者 に も 理解 し や す
い も の と な っ て い る 。 そ こ に は編者 な ら び に 執筆者の微
生物利用 に か け る 思 い と 読者への心遣 い が感 じ ら れ る 。
ま こ と に労作であ る 。

わ が固 に お い て 病害虫 ・ 雑草防除 あ る い は地力維持 ・
増進に つ い て ， 微生物利用研究が本格的 に 始 ま っ て か ら
四半 世紀が経過 し た 。 そ の足 ど り は 必ず し も 速 い も の で
は な か っ た が着実 に 成果 を 挙 げ， そ れ ら は 多 く の論文 と
し て 報告 さ れ， あ る い は 既 に 現場の技術 と し て 活用 さ れ
て い る 。 今や微生物利用研究 は新 し い段階 に 入 札 多様
な新機能の探索 と と も に バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー に よ る 機能
の改善が進 め ら れ， 作物生産， 病害虫 ・ 雑草防除 は も ち
ろ ん， 環境修復， 農 ・ 畜産廃棄物の再利用 等対象領域の
拡大 と 向上へ と 展開 さ れて い る 。 本書 は こ の よ う な 広範
か つ 新 し い 状況 を 資材 化 の 視 点 か ら 1 冊 に 纏 め た も の
で， 環境保全型農業 の技術開発 に 係 わ る 研究者 は も と よ
り ， そ の推進 に 当 た る 行政関係者 あ る い は 技術指導者 に
と っ て も ， 必携の 書 と し て お 薦 め す る o

(元農水省農環研 大畑 貫一)
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